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【オンライン市⺠公開講座 開催】 
 

ためらっていませんか？医師・看護師へのご相談 
〜乳がん治療における患者さんと医療従事者のコミュニケーションを考える~ 

 
【開催⽇】 2022 年11 ⽉6 ⽇（⽇）13:00〜14:30 

認定NPO法⼈キャンサーネットジャパン（東京都⽂京区、理事⻑ 岩瀬 哲）と⽇本イーライリリー株式会社
（本社：兵庫県神⼾市、代表取締役社⻑：シモーネ・トムセン）は共催で、オンライン市⺠公開講座「ため
らっていませんか？医師・看護師へのご相談〜乳がん治療における患者さんと医療従事者のコミュニケーシ
ョンを考える~」を開催いたします。 

⽇本イーライリリー株式会社が乳がん患者さんを対象に⾏ったアンケート調査1によると、多くの患者さん
が術後ホルモン療法の治療中、医療従事者とのコミュニケーションに⼗分満⾜していないことがわかりまし
た。ホルモン受容体陽性乳がんでは術後５-１０年のホルモン療法が推奨され2、主治医や医療スタッフとの
関わりも⻑期間に及ぶことから、医療者とのコミュニケーションが良好であることは、適切に治療を継続す
るうえで⽋かせない要素の⼀つと考えられています3。 

本講座では、患者さんと医療従事者がそれぞれの⽴場でコミュニケーションの課題を挙げ、⼀緒に改善策を
考えます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1Omori Y, Osaga S, Shiheido H, et al; Factors affecting adherence to adjuvant endocrine therapy in Japanese patients with breast 

cancer: an observational study, Gan To Kagaku Ryoho 2022;49(10), 1077-1086 
2日本乳癌学会「患者さんのための乳癌診療ガイドライン 2019 年版」 https://jbcs.xsrv.jp/guidline/p2019/guidline/g7/q52/ 
３Cluze C, Rey D, Huiart L, et al; Adjuvant endocrine therapy with tamoxifen in young women with breast cancer: determinants of 

interruptions vary over time. Ann Oncol 2012;23(4): 882-890 

【プログラム】司会 坂東 裕⼦先⽣ （筑波⼤学医学医療系 乳腺・甲状腺・内分泌外科 准教授） 

13:00-13:35 講演「乳がん⼿術後のホルモン療法における患者と医療従事者のコミュニケーション」 

講 師 坂東 裕⼦先⽣ 

13:35-14:30  パネルディスカッション 

パネリスト ⼩川 朝⽣ 先⽣（国⽴がん研究センター東病院 精神腫瘍科） 

飯嶋 由⾹⾥ さん（⾜⽴乳腺クリニック 乳がん看護認定看護師） 

中川 圭 さん（乳がん患者友の会きらら 理事⻑） 
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参 加 費：無料 (*接続にかかる通信料は参加者各⾃の負担となります） 
事 前 申 込 み 制：Zoom ウェビナーを使⽤するため、事前のお申し込みが必要です
詳細申込みURL： https://www.cancernet.jp/online221106 

 
 

 

＜認定NPO法⼈キャンサーネットジャパン＞  

1991年発⾜。がん患者が本⼈の意思に基づき治療に臨むことができるように科学的根拠に基づく情報発信を⾏うことを
ミッションとして活動。2001年にNPO法⼈化。2007年1⽉に専⽤事務局を開設し、現在は東京と⼤阪を拠点に全国で活
動を⾏っている。2016年8⽉認定NPO法⼈となり、現在主たる活動は、各種がんについての啓発イベント、養成講座や
認定試験など教育事業等を実施。これらの活動を通して、がんと向き合う⼈々が⾃分らしくがんと向き合える社会を実
現することを⽬指している。希少がんも含め、あらゆるがんに関する最新医療情報発信のため、2014年より毎年開催し
ているジャパンキャンサーフォーラムは、がん患者・家族のみならず⼀般市⺠を対象とした最⼤級のがん啓発イベント
となっている。 

 

＜⽇本イーライリリー株式会社＞  

⽇本イーライリリー株式会社は、⽶国イーライリリー・アンド・カンパニーの⽇本法⼈です。⼈々がより⻑
く、より健康で、充実した⽣活を実現できるよう、⾰新的な医薬品の開発・製造・輸⼊・販売を通じ、がん、
糖尿病、筋⾻格系疾患、中枢神経系疾患、⾃⼰免疫疾患、成⻑障害、疼痛、などの領域で⽇本の医療に貢献
しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。https://www.lilly.co.jp 


